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  A recent tihree year statlstic survey was carried out on the patients in the Urological outpatients

Clinic of Kyoto University Hospita1．

       は じ め に

 1965（昭和40）年度に京大泌尿器科の臨床統計を

出して以来，学園紛争の影響もあって長らく当教室の

臨床統計がとだえていたが，先の入院患者についての

臨床統計1）に引き続いて今回，最近3年聞における外

来患者に関する臨床統計をおこなったので報告する．

 外来患者の資料の取り扱い方は，従来の統計2｝13）と

比較する意味からもなるべく1965年のそれ13）に従

った．各疾患の数字は例数を表わし同一患者で複数疾

患にまたがっている時はそのまま疾患数に数え上げ

た．また従来は上部ないし下部尿路疾患に含まれてい

た炎症疾愚の項目を新たに独立きせた．

      外来患者総数

 男女別外来患者の総数はTable lに掲げた・この

3年間で年々増加してきている．ちなみに10年前

（1965年）のそれと比べると総数では3695名から4348
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Tab1e 1． Total Nurnber of Patients in the

     Outpatients Clinic

Male Fcmale Tota1
Male／Female

qatio
十△

     ．Table 3． Urolithiasis

Newiy diognosed Cases

1974 1 2840 1 1508 1 4348

1975 1 2957 1 1565 1 4522

1976 1 3049 ［ 1684 1 4733

1．88
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1．81 1 十211

  Table 2． Urogcnita1 Tuberculosis
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  Table 4． Urcgenit．al T”Lximcr （1）

Newly diognosed Coses

35 38 44 59 32 55
丁ota1 75 85 67

名へと653名の増加で，これは最近のL5ヵ月～2カ月

の外来新患数に相当する．

疾患別患者数
1） 結核（Table 2）

 Table 2に示したように尿路性器系の結核としては

この3年間に32，41，42例と変化しているが，1965年

のそれ（57例）に比べて．減少しているといえる．ま

た，腎結核に限ると23，31，23例とあまり変化がみら

れないが，この頻度は1965年のそれ（44例）に比べ

ると半数である．また，chemotherapyでfollow－up

している患者数はこの3年間で7，13，15例と漸次増

加の傾向がみられた．

2）尿石症（Tble 3）

 全尿石患者数は491，48！，475例とこの3年間であ

まり変化がみられず，また1965年のそれら（510例）

とは大差はない．しかし腎結石数（173，163，173例）

では，1965年｝こ比べて増加しているといえる．尿管結
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石については最近むしろ漸次減少の傾向がみられる

（201，190，167例）．

3）尿性器腫瘍（新患：Table 4，再来：Table 5）

 ζの3年間で，腎腫瘍，尿管腫蕩，膀胱腫瘍，前立

腺腫瘍，睾丸腫瘍のいずれにおいても増加してきてい
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るが，ことに腎腫瘍，尿管腫瘍，睾丸腫瘍では2倍弱

の増加で幽る・また1965年と1976年を比較すると，

腎腫瘍で，4→18例，尿笹腫瘍で2→9例，膀胱腫瘍

で68→77例，前立腺腫瘍で10→29例，睾丸腫瘍で9→
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15例へとそれぞれ増加していることがわかる．前立腺

肥大症についても1965年（114例）に比べて1976年

     Table 7． Urogenital Anornalies
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Table 8． Diseases of the Upper Urinary Tract （1）

Table 6． Urogenital Infectious Diseases

（exc1uding TB）
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では223例と増加している．

4）尿性器炎症疾患（Table 6）

 この3年間で，腎孟腎炎（132，124，94例），膀胱炎

（507，468，453例）は漸次減少を示し，逆に，一般細

菌性尿道炎（56，88，103例），前立腺炎（33，46，55

例）は漸次増加を示した．しかし，1965年のそれらに

比べるとこれらの炎症疾患はいずれも増加していた．

5）尿性器奇形（Table 7）

 1965年と比べて，この3年間で目につくのは腎下垂

や包茎の頻度が減少し，腎のう胞やのう胞腎が増加し

吉田・ほか：京大外来統計

       たことである．また，小児奇形の代表である停留睾丸

       と尿道下々も3～4倍弱の増加がみられた．

Table 9． Diseases of the Upper Urinary Tract （2）
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6）その他の上部尿路疾患（Table 8，9）

 1965年に比べて，この3年間で漸次増加がみられる

のは腎出血，血尿群であり，逆に蛋白尿は減少の傾向

にある．また，反復血液透析施行患者を含めた慢性腎

Table 11． Disease of the Lower Urinary Tract （2）
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Table 10． Diseases of the Lower Urinary Tract （1）
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不全患者数はこの3年間で，33，36，38例と1965年

のそれ（7例）に比べて著明に増加している．

7） その他の下部尿路疾患（Table IO，11）

 この疾患群でとくに目だつのは，膀胱機能障害を含

む神経因性膀胱の増加である．1965年のそれの2倍で

ある．また，尿道狭窄では，1965年に比べて，淋疾に

よるものが著減し，外傷性のものがやや増加してい

る．

8）男子性器疾患（Table l2）

 この疾患群で目につくのは，正常精液所見の患者を

含めた男性不妊外来患者の増加である．また，Kline－

felter’s syndromeも最近の3年間（25，22，26例）は，

1965年のそれ（6例）に比べて著しく増加しているこ

とがわかる．

9） その他（Table 13）

 いちおう泌尿器科的に異常なし（Uro． OB）と診断

された数は，最近3年間で漸次減少してきている．

Table 13． Others

 1974 1975 1976
mole femde male femole fnale femole

結 語

865

 京大医学部泌尿器科1こおける外来患者臨床統計をお

こない，1974（昭和49）年，1975（昭和50）年，1976（昭

和51）年の3年聞で比較検討し，各疾患群別に表示した．

また1965（昭和40）年の同じ臨床統計とも比較した．

 付記1）著者名はこの期間に京大泌尿器科学教室に在

     籍したものである．

    2）この統計は川村寿一講師（現外来医長）を中

     心にまとめられた．

1）

2）

3）

4）

／b）

6）

7）

8）

9）

1 V P （pre－ond post－

gYneco］ogicel opera－
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10）稲田・ほか：

11）稲田・ほか

12） 稲田・eまカ〉：

13）稲田・ほカ〉．

文

吉田・ほか

稲田・ほか．泌尿紀要，

稲田・ほか’泌尿紀要，

稲田・ほか 泌尿紀要，

稲田・ほか 泌尿紀要，

稲田・ほか：泌尿紀要，

稲田・ほか二泌尿紀要，

項惑E日 glまカ〉：泌尿糸己要，

稲田・ほか：泌尿紀要，

      泌尿紀要，

献

泌尿紀要，23＝393，1977．

Urologisch O． B．
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2： 227， 1956．

3： 397， 1957．

4： 298， 1958．

5： 192， 1959．

6： 713， 1960．

6： 815， 1960．

7： 869， 1961．

8： 441， 1962．

9： 637， 1963．
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泌尿紀要，10：935，1964．

泌尿紀要，11；1298，1965．

’泌尿紀要，12＝1441，1966．

      （1977年11月22日受付）


